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抜粋 

 

ジブレルネットワークは、通貨、債券、およびその他の金融商品などの伝統的資産のデジタル化、

上場および取引をブロックチェーン上で容易にすることを目的としています。ジブレル分散DAO、

プラットフォームユーザーが現金、短期金融商品を入金したり、独自の暗号保管預託証券（

CryDRs）を作成し、オンチェーン・オフチェーンアービトラージから利益を得ることを可能にし

ます。デジタル通貨に過度にさらされた分散組織やファンドは、ポジションをヘッジし、安定した

資産で資金を保護することができます。さらに、ジブレルは、伝統的なアセットバックトークンを

活用して、取引、投資、ヘッジのためのツールとアプリケーションを構築するための完全なプラッ

トフォームを開発者に提供します。 

 

これに加えて、ジブレルは、ピアツーピア、ビジネス・ツー・ビジネス、または消費者から加盟店

へのチャネルを通じて、即時かつ手数料ほぼゼロで、Fiat to Fiatの送金取引やグローバルな支払い   

を可能にします。 

 

このホワイトペーパーでは、ジブレルを構成するコアコンポーネント、その相互作用、および既存

のインフラストラクチャを使用してネットワークを効率的に構築する方法を示します。  

 

 

1.概要 

  

2009年にBitcoinが登場して以来[1]、ブロックチェーンは

世界に大きな価値をもたらしました。この新技術は、不変

の分散型元帳でトランザクションを検証しコミットした

り、より広範に実装して分散型コンセンサスを達成するこ

とができます。 

 

この信じられないほどイノベーションは、幅広い業種にお

いて、信頼をおける仲介業者、決済機関、および仲介の

サービスプロバイダーの必要性を減らし、世界を変革して

います。  

 

しかし、大規模組織での採用が限定されているため、暗号

化経済の価値の大部分は、ユースケースまたは地理的にサ

イロ化れています。さらに、これらのサイロによって課せ

られたボトルネックが伝統的資産とデジタル資産との間で

変換する際の挑戦や制限の形で広がっているため、システ

ム全体のリスクが広がっています。 

 

伝統的経済と暗号通貨経済の切り離しを考えると、前者を

悩ます課題のと同じ課題が後者に依然として残っていま

す。伝統的資産とデジタル資産の相互交換を希望するユー

ザは、支払を処理するサービス、伝統的金融機関、暗号通

貨交換所による利用料とタイムラグといった問題に直面し

ています。 

 

さらに、伝統的資産の移動を迅速にほぼ制限なくできる従

来の個人投資家や機関投資家は、その根本的な非互換性の

ために参入を断念しています - 最も顕著なのは、透明性の

欠如と市場の極端な流動性です[2]。 

 

最後に、クラウドセールス、分散ファンド、 デジタル資産

や暗号通貨を多く持ち、仮想通貨インベスターにより資金

を調達する分散型組織は、伝統的資産への分散投資の方法

が限られています。  

 

取引を円滑するマイナーへの利益供与、価値の移転手段、

投機的な投資ツール、そしてもっとも最近ではクラウド

ファンディングと分散組織とアプリケーション（例えば、

分散コンピューティング[3]や分散ストレージ[4]）など、デ

ジタル通貨が多面的な役割を持つという事実は、これらの

リスクを高める。  

 

伝統的金融では、さまざまな商品にとってこの機能が果た

され、それに応じて規制もあります。これが仕組的なリス

クを管理するのに役立っています。分散規制コンセンサス

プロトコルが完全に構築されるまで、暗号経済は安全性と

詐欺のリスクに直面しています。規制のない取引、極端に

流動性の高い通貨と、そのアーキテクチャの目的を超えた

使用による起因するマーケットリスク、そして、スマート

コントラクトでの締結され流動性の高いデジタル通貨で保

存されたクラウドファンディングが仕組上のリスクを生み

ます。 

 

このホワイトペーパーでは、現在の環境の限界と課題を分

析し、既存のインフラストラクチャを活用してすべてのス

テークホルダーにソリューションを提供するアプローチを

提案します。 

 

 

 

 

 

 



 

2. 伝統的資産によって裏付けられたトークン 

 

ジブレルエコシステムの中核となるステークホルダーは、

低送金手数料や即時転送などのブロックチェーンテクノロ

ジーと暗号通貨によってロックされていない価値から利益

を得ようとする非投資ユーザー、新興の暗号経済のハイリ

ターンな利益を得ようとする従来の投資家、非匿名のクラ

ウド投資家として、オンチェーンの安定した低利回り暗号

資産のポートフォリオを多様化しようとする分散組織や

ファンド、暗号通貨投資家です。  

 

伝統的金融商品の安定性をブロックチェーンにもたらすこ

とで、すべてのステークホルダーのニーズを満たすことが

できます。これを実現するのが、トークンと伝統的資産を

デザーによる、トークンの価値を裏付けです。これによ

り、デザーされたトークン（テザートークン）は、通貨[5]

やコモディティ[6]としての価値を表すことができます。 

 

伝統的資産と原資産の所有権を表す発行トークンを保有す

る「保証機能」を開発することにより、幅広い通貨、商

品、マネーマーケット商品およびその他の金融ツールを

オープンに取引することができます。 

 

 

3. システムアーキテクチャー 

 

以下のセクションでは、ジブルネットワークの主要コン

ポーネントと、伝統的資産を連携について概説します。 

 

 

3.1 公開ブロックチェーン 

別のブロックチェーンに依存することは、新たな課題と限

界を突きつけますが、完全なクロスチェーン通信が可能に

なるまでは、初期バージョンのジブレルにはパブリックで

安全なブロックチェーンが必要です。 

 

 

3.2 暗号通貨の取引 

暗号通貨取引は、エンドユーザーにローカル通貨の決済口

座と、暗号化通貨を保持できるデジタルウォレットを提供

しました。 ユーザーは、デジタル通貨を購入、取引、また 

は送信することができ、簡単に暗号通貨と通常通貨の交換

を簡単にできます。 

 

 

3.3 テザートークン 

デザートークンは、伝統的資産に裏付けされたトークンで

す。保持している伝統的資産ごとに、紐づけされたトーク

ンが作成されます。裏付け資産が売却されると、トークン

は破棄されます。   

 

  

3.4 保証機能 

デザートークンの価値を保持するために保証機能を設けま

す。保証機能は、伝統的資産を保有し、それに対応するデ

ザートークンを発行するだけでなく、その伝統的資産の所

有権の解放・譲渡の代償としてトークンを償還し破棄する

ものです。  

 

 

 

3.5 アプリケーションレイヤ、ライブラリ、テンプレート 

デザートークンが確立されたら、支払処理機能、送金口

座、取引プラットフォームなど、その能力を活用する一連

のアプリケーションを開発することができます。アプリ

ケーション開発を容易にするために、ユーザーフレンド

リーなライブラリとコードテンプレートを備えた専用アプ

リケーションレイヤを設けます。 

 

 

3.6 所有権移転 

デザートークンが発行したら、裏付け資産は任意の暗号通

貨と同様に容易に取引できるようになります。上位レベル

のプロセスの概略を以下に示します。 

 

1. ユーザーがFIATを保証機能に送る 

2. 保証人がjFIATを返却する 

3. ユーザーがjFIATでマーチャントに支払う  

4. 加盟店がjFIATを償還する 

5. 保証人がFiatをマーチャント口座に送る 

 

紐づけトークンは保証機能により裏付けされ、将来の時点

で裏付け資産との引き換えが可能であるため、トークンは

システム内に留まりオンチェーンやオフチェーンの支払い

に利用できます。 

 

 

3.7 料金 

デジタルまたは伝統的資産の所有権の移転には手数料がか

かります。 

 

 

3.8 規制・監視 

所有権や価値のオフチェーン移転を表すあらゆるオン

チェーン取引は、国際および各国の規制を満たす必要があ

り、それに応じて管理する必要があります。  

 

適切なガバナンスと監督を確実にするために、規制プロト

コル・ガバナンスツールが必要です。 

 

すべての取引はKYC / AML規則を満たさなければなりませ

ん。  

 

 

4. ジブラルネットワークの実装 

  

このセクションでは、各コンポーネントがジブルネット

ワークでどのように実装されるかを概説します。  

 

4.1 イーサリアムブロックチェーン 

この選択されたブロックチェーンは、システムの参加者間

の取引とマイニング報酬を切り離す必要があります。この

ため、イーサリアムはジブレルの基礎となるアーキテク

チャの基盤を形成するのに適しています。マイニングの報

酬はイーサリアムの「ガス」です。紐づけされたトークン

はマイニングプロセスの一部にはなりません[7]。 

 

ジブレルは、Bitcoinのオムニプロトコル上に構築するのに

も適していますが、このアプローチはこのホワイトペー

パーの対象外です。  

 

 

 



 

4.2 暗号預託証券（CryDR） 

CryDRは、ジブレルが保有する、トークンの価値を裏付け

る伝統的資産に紐づけされたトークンです。このホワイト

ペーパーでは、それらをjAsset（例：jUSD、jEUR、jGBP

）と表記します。リリース時点で、ジブレルは6種類の決

済通貨と2種類のマネーマーケット商品をサポートし、将

来的には他の金融商品を追加する予定です。 

 

 

4.2.1 通貨/Fiat 

ジブルネットワークの最初のイテレーションでは、USD、

EUR、GBP、RUB、CNY、AEDをサポートし、戦略的な

取引パートナーとの連携が増えるにつれて、より多くの通

貨をサポートすることを目指しています。 

 

4.2.2 マネーマーケット商品 

安定した低利回り資産はジブレルの中核であり、暗号投資

家は米国財務省証券とゼロクーポン預金証書に紐づけされ

たトークン（テザートークン）を購入することができま

す。ジブルネットワークの最初のイテレーションでは、す

べてのマネーマーケット商品に自動ロールオーバーまたは

アキュラレートメカニズムが組み込まれます。つまり、満

期の投資から得た金額は、自動的に同様の資産に再配分さ

れます。同様に、配当または利息は、裏付け資産が満期に

なるか、または売却されるまで積立されます。将来のバー

ジョンでは、マネーマーケットの商品は設定可能になりま

す。 

 

4.2.3 その他の金融商品 

将来的には、ジブレルプラットフォームは伝統的金融機関

と連携し、上場株式やプライベートエクイティを含む他の

金融商品の全面的なサポートも行います。 

 

4.2.4 スマートコンプライアンス 

CryDRは完全にプログラム可能であるため、規制に組み込

むことができます。 フィアット通貨は制限されませんが、 

他の資産の購入と再販はクラスと地域に完全に準拠するよ

うに制限する必要があります。このロジックは各CryDRに

組み込まれています。 

 

 

4.3 ジブレル分散型銀行（DAO） 

DAOは、所有者に代わって伝統的な資産を受領/保持し、

それぞれのCryDRを発行します。それは所有者の財布に送

られる。トークンを償還すると、トークンは破棄され、基

礎資産はトークンホルダーに転送されます。 

 

DAOは完全な分散化を目指していますが、伝統的金融機関

とのフルチェーン連携が完成するまでは、大部分のシステ

ムコンポーネンツはオフチェーンで運用されます。 オフ 

チェーンアクティビティには、インプットと国際および各

国の規制当局による監視が必要です。 

 

これらの理由により、ステークホルダーのインターアク

ションは、透明性や信頼性を損なわにょう、すべての規制

に準拠するよう的確に管理される必要があります。これ

は、各地域の規制に準拠する専用の団体、アセットポータ

ルにより可能になります。 

 

 

 

4.4 アセットポータル 

アセットポータルは、伝統的資産をオンチェーンのデジタ

ル資産に変換するために必要な法的および財務的処理の実

行に使用されます。  

 

Fiatポータルはシンプルな暗号通貨取引です。既存の取引

で戦略的パートナーシップを構築することと同時に、専用

ジブル交換ネットワークを幅広い地域に構築することがで

きます。さらに、ジブラルのFiat保有の一部を取引所に保

有することにより、取引にかかる時間と手数料を大幅に下

げながら、流動的な取引を可能にします。 

 

非Fiatポータルは、オフチェーン形式をとり、必要な

デューデリジェンスを行い、非Fiat預金の所有権を持ちま

す。 

 

ほとんどの地域では、アセットポータルには仲介業者と送

金者のライセンスが必要です。規制が厳しい地域や、より

微妙な金融資産を伴うケースでは、規制当局の関与や監督

が必要になるかもしれません。 

 

規制が進展するにつれて、アセットポータルは分散化さ

れ、コミュニティ主導型になります。機関投資家やその他

の金融機関は、ジブレルプラットフォームを使用して、

チェーン上に独自の伝統資産をリストすることができま

す。 

 

 

4.5 ジブルネットワークトークン (JNT) 

 

非Fiatポータルは、オフライン料金をFiat通貨に課金しま

すが、DAOのオンチェーン手数料および仲介手数料は、ジ

ブレルネットワークトークン（JIB）で課せられます。 

 

 

 

5. インフラストラクチャ 

 

ユーザー残高やトランザクションなどの重要なデータはブ

ロックチェーンに格納され、他のすべてのデータは開発

サーバーでホストされます。  

 

分散アプリケーションの迅速な開発を可能にするために、

いくつかの開発環境、ツール、フレームワークがすでに開

発されています[8]。 ジブレルは、CryDRの普及を可能に 

するために、同様の開発コンポーネント、ツール、および

フレームワークを開発する必要があります。 

 

インフラストラクチャは、オンチェーンAPIとオフチェー

ンAPI /ユーティリティの2つに必要となります。 

 

5.1 オン・チェーン・インフラストラクチャー 

ネットワークが効果的な動作に必要なのは4つの主要なス

マートコントラクトだけです。 

 

5.1.1 CryDRスマートコントラクト 

DAOに登録された各資産は、スマートコントラクトで発行

されるCryDRを有します。CryDRスマートコントラクトは

ERC-20に準拠します。 ユーザーアカウント間でCryDRを 

転送することは、ウォレット間で他のERC-20トークンを

転送することと似ています。 

 



 

 

5.1.2 DAOスマートコントラクト 

専用のDAOスマートコントラクトは、CryDRスマートコ

ントラクトの業務を規制します。 

 

5.1.3 取締役会スマートコントラクト（BODC） 

理事会のスマート契約（BODC）は、Jibrell DAO契約と 

相互作用し、影響を与える唯一のメカニズムです 

 

BODCは投票システムを通じて管理されます。取締役員は

イーサリアムアカウントを使って、BODCの決定に投票で

きます。プライベートキーの保管と使用は、メンバーの責

任となります。理事会は暗号通貨の専門家と、金融サービ

スの専門家で構成するのが理想です。 

 

 

図1. 暗号保管庫の領収書一般的なワークフロー 

 

 

 

5.1.4 ヘルパー/ユーティリティ（補助スマートコントラク 

ト） 

また、補助的な機能、例えば、追加APIや異なるバージョ

ンの契約書の切り替えなどの補助的な機能を有効化するた

めに、異なる複数の補助的スマートコントラクトが必要で

す。 

 

このホワイトペーパーのスコープを超えるため、ここでは

詳細について言及しません。 

 

 

5.2 オフ・チェーン・インフラストラクチャー 

 

トランザクション、投資およびヘッジツールとしての

CryDRの普及を促進するために、アプリケーション開発者

向けの使いやすいライブラリとコードテンプレートを公開

します。 

 

 

図2. ジブレル DApp APIワークフロー 

 

 

 

 

5.2.1 ライブラリとテンプレート 

開発者は既存ライブラリを使用してイーサリアムブロック

チェーン（JS web3など）とやりとりできます。ジブラル 

は、このライブラリとコードサンプルをリリースし、DAO

とCryDRスマートコントラクトのやりとりを簡素化しま

す。 

 

5.2.2 CryDRエクスプローラ 

オープンソースのエクスプローラが作成され、ユーザーは

CryDRメタデータを表示してBODCとやりとりすることが

できます。また、DAOによる裏付け資産の所有権を手動で

確認することもできます。 

 

5.2.3 取締役会ツールキット 

ツールを作成し、CryDR Ltdの社内ITインフラストラク 

チャとイーサリアムブロックチェーンがインターフェース

されます。特に、取締役会メンバーとBODCとの相互作用

の組織化およびシステムの状態の運用的な監視のために利

用されます。 

 

6. スマート規制の実施 

 

このセクションでは、CryDRの実装、ジブレルネットワー

ク内のスマート・レギュレーションとコンプライアンスの

概要を説明します。 

 

 

6.1 CryDRアーキテクチャ 

 

CryDR自体は、イーサリアムブロックチェーンにデプロイ

されたスマートコントラクトです。堅牢でスケーラブルな

システムを容易にするために、CryDRは以下の複数の要件

を満たす必要があります。 

 

高い互換性：ERC20インターフェイスに既存のトークン管

理ツールと互換性が必要です。 

更新可能なビジネスロジック：進化する現実のルールや規

制に追いつくために簡単にアップグレード可能できるよう

にします。 

永続性：デプロイ後は永続的に稼働します。 

移行可能性：イベントとストレージは別々に保存する必要

があります。 

相互作用：CryDRはお互いに相互作用できるようにしま

す。 

 

 

 

 



 

6.2 既存の方法論 

これらの技術的要件は、現在のイーサリアムエコシステム

内で利用可能なツールを使用して達成することは困難で

す。アップグレード可能なスマートコントラクトは実装す

るのが難しく、特定のツールや方法論が存在する一方で、

それぞれ独自の制限があります。 

 

6.2.1 EVM DELEGATECALL 

第1のアプローチは、イーサリアム仮想マシン（EVM）に

おけるコード「DELEGATECALL」の活用です。 

 

これはビジネスロジックを更新する強力なツールですが、

欠点もあります。具体的には、一旦導入されると、元のス

マートコントラクトのストレージ構造の維持に更新が必要

なことです。そのため、このアプローチは単純なアップグ

レード可能な契約の実装でのみ使用でき、ジブレルのユー

スケースには使用できません。 

 

6.2.2 スマートコンタクトプルーニング 

もう1つの解決策は、契約のプルーニングし、同じアドレ

スでに別の新しい契約を展開し、イベントと状態を保持す

ることです。これはジブレルネットワークにとって理想的

なソリューションですが、まだEVMに実装されていませ

ん。 

 

 

6.3 ジブレルネットワークアプローチ 

ジブレルを構築するには、単調でもホリスティックなソ

リューションが必要です。そこで、システム全体をデコン

ストラクトし、複数の洗練されたスマートコントラクトに

分解することです。インターアクトしつつも、シームレス

なアップグレードとアップデートをできるようになりま

す。 

 

より複雑な実装が必要になりますが、ジブレルDAppsに強

力なバックエンドを提供します。 

 

 

6.3.1 CryDR 3層システム 

CryDRは、以下の重要なコンポーネントに分解されます。 

 

ストレージ - すべてのデータを格納 

表示：サードパーティの契約とウェブアプリケーションの

インターフェイス 

コントローラ：コンプライアンスとビジネスロジックを実

装し、ストレージを調整し、契約を表示する　 

 

 

 

図3階層構造 

 

 

 

 

6.3.1.1 コンプライアンスの更新  

この構造により、新しいCryDRコントローラ契約を簡単に

導入し、この新しいコントローラを使用するためのビュー

およびストレージ契約を設定することができます。 

 

これにより、当社がスマート・レギュレーションと呼ぶ基

本的なコンプライアンスとビジネス・ロジックのCryDRを

簡単に更新することができます。 

 

 

図4コントローラの更新 

 

 

 

 

ジブレルネットワークは、ビジネスロジックの更新を可能

にするプロセスを容易にすることで、現実の規制の変化に

伴ってトークンのコンプライアンスを維持します。 

 

6.3.1.2 インタフェースのアップグレード 

このアーキテクチャーを使用して、トークン・インター

フェースをシームレスにアップグレードすることもできま

す。例えば、新しいトークン標準（例えばERC223）の追

加サポートもできます。 

 

図5アップグレードの表示 

 

 



 

 

 

 

このようなアップグレードを実行する場合、CryDRスト

レージは変更されず、また影響も受けません。 

 

ビューはコントローラーの前に階層化されたレイヤーとし

て機能するため、更新中はすべてのイベントがそのまま残

ります. 実装されたコントローラーが接続されたすべての 

ビューをトリガーするので、クライアントはすべてのイベ

ントを受け取ることができます。 

 

 

 

図6. トリガイベント 

 

 

 

 

6.3.2　スマート規則アーキテクチャ 

KYC / AML対策を実施するには、厳密かつ詳細なアカウン   

ト許可制御が必要です。 

スマートコントラクトは継承された制限があります。主

に、設計上禁止されているサードパーティサービスへの呼

び出しを使用して、オンチェーンデータにのみアクセスで

きます。 

 

オフチェーンデータにアクセスするには、データをまず取

引の形式でブロックチェーンにプッシュする必要がありま

す。 

 

簡単に言えば、すべてのコンプライアンス対策は、スマー

トコントラクトを介してチェーン上で実施されるというこ

とです。 

 

KYC / AML対策を実施するには、2つのソリューションを   

実装する必要があります。 

 

データストレージ：ユーザーデータをチェーンに保存 

ルールの実装：各トランザクションにKYC / AMLルールを   

適用 

 

多くのプロジェクトが最初の課題に取り組んでいます。

CivicやuPortなど。しかし、これらのソリューションは適

応性があり、汎用性があるように構築されているため、機

関グレードのKYC / AMLプロセスの必要性を十分に満たし   

ていない一般ユーザー情報しか保存できません。 

 

このため、ジブレルは、専用のジブレル KYC / AMLモ     

ジュールとサードパーティのソリューションの両方を利用

できる専用のコンプライアンスAPIを構築します。 

 

 

図7. ジブレル準拠API 

 

 

 

 

6.3.3 ジブルネットワークトークン（JNT）の役割 

ジブレルネットワークの重要なビジネス要件は、すべての

CryDRが裏付け資産にテザーされていることです。これを

達成するためには、オフチェーン資産をまず証券化しなけ

ればならないため、仮想為替通貨が必要となります。両方

ともネットワークとの取引だけでなく、支払いオフチェー

ン手数料もです。 

 

既存の通貨（BTC、ETHなど）は適切ではありません。な

ぜなら、これらの通貨の価格変動がジブレルネットワーク

のユーティティと無関係であるからです。この切り離しは

市場リスクと信用リスクを課します。また、ジブレルネッ

トワークが将来的に専用チェーンを提供することを目指す

場合、シームレスな移行プロセスを促進するために専用の

トークンが必要になります。 

 

CryDR自体は、現実世界の資産に縛られたままでなければ

ならないため、このソリューションには適していません。

支払いの一部としてそれらを活用すると、別の切り離しが

発生し、システムが不安定になります。 

 

 



 

ジブレルネットワークトークン（JNT）は、ネットワーク

の「燃料」または「ガス」として機能します。JNTは、ジ

ブレルと関連するジブレルDAppsが提供するすべての機能

にユニバーサルアクセスを提供します。 

 

JNTは、コンプライアンスの層を追加し、すべてのCryDR

が常にそれぞれの裏付け資産に拘束された状態を維持しま

す。 

 

図8. ジブレルネットワークトークンの相互作用 

 

 

 

 

 

7. 完全分散オペレーション 

 

中長期的には、物理的資産をデジタル資産に変換するため

に必要な法的および財務的デューデリジェンスを実施する

ためにオフ・チェーン活動が必要となります。また、透明

性と法令遵守を完全に確保するために、DAOを監督するた

めに取締役会役員が必要となります。 

 

長期的には、ジブレルを分散自律組織にすることができる

ように、アセット・オーナーシップのオンチェーン検証を

容易にするための規制が進化することが期待されます。 

 

7.1 セルフサービスポータル 

オンチェーンのコンピュータ処理能力や複雑なゼロ知識証

明[9]を実装する実現可能性などの技術的限界と、関係ライ

センスを取得するための規制上のハードルの克服したら、

ジブレルはセルフサービスポータル（ジブレルネットワー

クと通信する従来の交換プラットフォーム）を運用する可

能性があります。 

 

これらのポータルの構築は、分散化を完全に達成するため

に重要です。 

 

7.2 オンチェーンデジタルアイデンティティ/ KYC / AML 

多くのオンチェーンのデジタルアイデンティティとKYCソ

リューションはすでに存在しますが、機能には限界があり

ます。セルフサービスのポータルを実現するには、より高

度な識別ソリューションが必要です。 

 

 

 

 

7.3 取締役会DAO 

業務が安定化したら、取締役会を解散し、DAOの業務を監

督する自主的な規制機関に置き換えることができます。 

 

 

 

8. ユースケース 

 

容易に両替可能な従来のアセットバックトークンは、幅広

いユースケースを提供します。 

 

8.1 伝統的資産・デジタル資産取引所 

伝統的資産とデジタル資産を自由に取引できるようにする

ことで、安定したデジタル資産を求めている投資家やエン

ティティに従来の投資手段を卸売し、機関投資家に対する

リスクの低い、高いリターンを促進するプラットフォーム

が本質的に開発されます。 

 

8.1.1 投資プラットフォーム 

投資、マネーマーケットの商品や商品をDAOに入金し、そ

の商品（CryDR）を、分散型組織やファンドにプレミアム

で販売することができます。 

 

8.1.2 ヘッジ・トークン 

分散自治組織と資金は、資金調達が安全であることを投資

家に安心させるために、完全な透明性で、マネーマーケッ

トのCryDRを購入してオンチェーンに保管することができ

ます。分散型自律基金は、デジタルポートフォリオを補完

し、暗号経済のデメリットから保護するために、幅広い伝

統的資産から投資対象を選択することができます。 

 

 

8.2 グローバル振り替え 

アセットバックトークンを提供することにより、従来のア

セット（特に安定性とグローバルな採用）、デジタル資産

の不変性、振り替えの容易性、信頼性の両方をすべて備え

たトークンを提供することができます。 

 

これらのトークンを使用して、支払いゲートウェイ、送金

チャネル、および他の送金転送ユースケースを実装するこ

とができます。 

 

8.2.1 送金 

ジブレルは、トランザクションを実行するのに暗号通貨イ

ンフラを利用するFiat-to-Fiat振り替えを実現することで、

送金を可能にしました。これによりユーザーは、デジタル

通貨の低手数料を活用し、さらに伝統的資産の安全性と安

定性を享受しながら、資金の追加したり、資金を世界中の

どこかに移動したりできます。 

 

8.2.2 ユニバーサルウォレット 

通貨に依存しないウォレットを作成し、ユーザーが通貨間

の両替や送金を、世界中のどこでも、どの通貨でも自由に

行えるようにします。もちろん、これらには手数料がかか

りません。 

 

8.3 国境を越えた支払い 

同様に、ジブレルは国境を越えた支払いを可能にします。 

 

 

 

 



 

8.3.1 通貨API 

裏付けとなるトークンを使用して、ジブレルはユーザーが

通貨間で自由に両替できるようにする通貨APIを提供しま

す。 

 

8.3.2 Merchant API 

ジブレルは、どの通貨でも支払いを受け入れ、現地通貨で

支払うことができる使いやすい支払いゲートウェイを簡単

にマーチャントに提供します。交換または手数料を払わず

に。 

 

ネットワークが確立されたら、加盟店は、ジブレルのライ

ブラリとAPIを使用して、通貨に依存しない決済ゲート

ウェイをセットアップすることができます。 
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